
　履修登録にあたっては、この「履修の手引き」の教育課程やシラバスなどをよく読み、修得すべき単位数や各
授業科目の履修方法・履修条件をあらかじめ理解しておくことが大切です。
　履修登録方法はWeb履修登録です。大学ホームページ＞学習サポートサイト＞履修登録情報サイトの履修登
録関係資料を熟読し、手続きしてください。
　履修登録について不明な点があれば、教務課又は所属学科の教務委員、担任等に問い合わせてください。

　履修登録は、前期・後期の学期ごとに行います。
　以下の期間に履修登録の手続きをしてください。なお、履修登録はパソコンで行ってください。
　※�履修登録期間は、毎年変わります。オリエンテーション時に配布する資料や掲示、本学ホームページのキャ

ンパススケジュールにて必ず確認してください。
　※日程、その他の事項については変更する場合もあります。その場合は、教務課より掲示にて連絡します。

●履修登録期間を厳守してください。登録期間を過ぎると、登録ができなくなります。
●�履修登録確定日（最終日）までに、病気やその他やむを得ない理由で学生本人が登録できない場合は、事前に
教務課へ連絡を入れ、指示に従ってください。
●無断で登録しなかった場合は、その学期の履修を放棄したものとみなします。
●履修登録確定日以降の、登録科目の変更・追加・取消は、原則として認められません。
　履修登録に際しては、慎重に履修計画を立てて臨んでください。

履修登録の手順
時　期

前期 後期

４月上旬 ９月中旬 履修登録に必要な情報を確認してください。
UNIPAの「成績一覧表」を各自確認して、履修登録に備えて
ください。

４月上旬 ９月中旬 履修計画に沿って授業に出席してください。
※履修登録前の授業も授業時数に含まれます。

４月上旬
～

４月中旬

９月中旬
～

９月下旬

期間内に履修登録をしてください。また、特別受講届（Forms）
を提出する科目についても、履修登録期間に提出してください。
期間を過ぎた後は一切登録できません。

４月中旬 ９月下旬 確定日までに「学生時間割表」を印刷出力し、正確に登録され
ているかどうかを必ず確認してください。出力した時間割は、
本人控えとして１年間保管してください。

　履修登録は、当該年度に履修する授業科目を届け出る重要な手続きです。登録漏れや間違いがあるとその
科目の履修が不可能となり、たとえ授業に出席し、試験を受けたとしても単位は認定されません。

１ 履修登録日程

【前期】　４月上旬～４月下旬まで
【後期】　９月中旬～10月上旬まで

２ 履修登録の手順

授 業 開 始

履修登録・確認期間

履 修 登 録 確 定 日

オリエンテーション

履修計画を立てる

履修登録について
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履修登録の手順
時　期

前期 後期

４月中旬 ９月下旬 教務課が、学生から提出された特別受講届の登録を行う期間です。
履修登録期間から１週間後に、UNIPAにて時間割登録を確認し
たうえ、時間割を出力し、本人控えとして１年間保管してください。

４月下旬 10月上旬 履修登録に関して修正がある場合は、UNIPAから修正してく
ださい。電話やメール、指定期間を過ぎた修正は、受け付けら
れません。また、内容によっては受け付けられない場合があり
ます。

４月下旬 10月上旬 修正期間に提出された特別受講届がある場合、教務課が履修登
録をします。特別受講届を提出した場合は、UNIPAの時間割
を確認してください。

４月下旬 10月上旬 確定日までに「学生時間割表」を再度印刷出力し、変更が反映
されているかどうかを必ず確認してください。出力した時間割
は、本人控えとして１年間保管してください。

①所属学科の卒業要件等のルールを理解すること
　▶所属学科の教育課程表をよく確認する
②必修科目は、指定された配当年次でしっかりと履修すること
　▶必修科目の履修期・開講曜日時限を時間割で調べる
③�半期24単位を目安に、履修する科目を決めていく。必修科目の履修を決めた後、選択科目は、必修科目の開講
時間以外の空いている時間で履修すること
　▶所属学科・学年の時間割で調べる（所属学年より下の学年の時間割も参考とする）
　▶シラバスでそれぞれの科目の内容等を調べる
④履修する時間が連続しないよう、時々は空き時間を設けること
　▶前の授業の復習や次の時間の予習を行う
⑤教育職員免許状の取得については、「Ⅵ．教職課程」を熟読すること
⑥資格の取得を希望する場合は、各資格の教育課程等を確認し、必要な科目を確認すること
　上記は、あくまでもポイントです。オリエンテーションや資格取得についてのガイダンス等に必ず出席して、
担当教員の指示に従うようにしてください。

●同一授業時限に複数の授業科目を履修することはできません。
●一度単位を修得した科目は、指定された科目（繰り返し受講科目）を除き、再度履修することはできません。
●繰り返し受講科目については、P.�10を参照してください。
●各学年に配当されている授業科目は、その年次に履修することが望まれます。
●自分の学年より高学年に配当されている授業科目を履修することはできません。
　（例えば、１年生は、２年生以上に開講されている科目を履修することはできません。）
●授業は、演習などその内容や教室収容人数の関係で、受講者数を制限することがあります。
●�受講者を制限する授業では、①初回の授業に出席した学生　②所属・コース・学科の学生　③高学年の学生　
の履修を優先します。なお、受講制限が行われた科目で、履修が認められた場合は、必ず履修登録してください。
●学期初めに開設を予定されていた授業科目の履修希望者が５名以下の場合は、開講を取りやめることがあります。

履修登録調整期間
１週間

履修登録に関する
修 正 期 間 ３日間

履 修 登 録 変 更
履 修 登 録 再 確 認

履 修 登 録 確 定

３ 履修計画を立てるためのポイント

４ 科目履修上の注意事項

8 履修登録について

Ⅰ　

学　
　

修

Ⅱ　

 

資
格
取
得

一
覧

Ⅲ　

 

人
間
生
活

学
部

Ⅳ　

 

教
育
人
文

学
部

Ⅴ　

 

社
会
情
報

デ
ザ
イ
ン
学
部

Ⅵ　

教
職
課
程

Ⅶ　

諸
課
程

Ⅷ　

単
位
認
定

Ⅸ　

 

他
大
学
と
の

単
位
互
換

Ⅹ　

大
学
院

Ⅺ　

施　
　

設

Ⅻ　
Ｑ
＆
Ａ

XIII　

 

教
務
関
連

規
程

学
び
の

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク



　履修登録確定日以降、登録科目の追加・変更は原則として認められません。
　ただし、履修制限科目で履修を許可されなかった科目の履修登録内容に関して修正がある場合は、〈履修登録
修正期間〉に、UNIPAから修正してください。UNIPAで登録できない科目は、特別受講届で登録してください。
　なお、電話やメール、指定期間を過ぎた修正は、受付られません。
　また、修正の内容によっては受け付られない場合があります。
　やむを得ず、修正期間に科目を追加した場合でも、授業に出席していない場合は欠席となりますので、注意し
てください。

　計画的な学修を促すため、通常の授業に加え、予習・復習を含めた学修時間を確保することを目的として、年
間の履修登録単位数に上限を設ける制度です。
　年間の履修上限は48単位です（全学部学科共通）。決められた範囲内で、卒業までの履修計画を立ててくださ
い。（GPA値による緩和措置がありますので、詳細はP.�17を確認してください。）
　ただし、P.�9に該当する授業科目等は上限対象の範囲に含まれません。（学科により異なります。）

学　部 学　科 年間で履修登録できる単位数の上限の範囲に含まれない授業科目等

全学部 全学科

①�各学科で取得可能な教育職員免許状取得に係る授業科目のうち、共通科目
及び当該学科の専門科目に含まれない、卒業要件外の教職科目
②�他学科の開講科目を履修することで取得可能な教育職員免許状取得に係る
授業科目
　（教職科目及び他学科の専門科目）
③図書館司書資格取得に係る授業科目
④学校司書資格取得に係る授業科目
⑤日本語教員資格取得に係る授業科目
　ただし、各学科の専門科目に含まれる単位を除く

人間生活学部

食物栄養学科
以下の資格取得に係る授業科目のうち、共通科目及び学科専門科目を除く授
業科目
　第一種衛生管理者

人間福祉学科

①�社会福祉・保育コースにおいて、社会福祉士国家試験受験資格と保育士資
格の両資格を取得する場合、「保育専門科目」のうち授業形態「演習」の科目、
及び「保育実践演習」、「保育実習ⅠＡ、ⅠＢ、Ⅱ、Ⅲ」。
　ただし、資格取得を取りやめた場合、翌年度よりCAP制が適用される。
②�社会福祉・介護福祉コースにおいて、社会福祉士国家試験受験資格と介護
福祉士国家試験受験資格の両資格を取得する場合、「介護福祉専門科目」の
うち「介護のみ」の表記がある科目。
　ただし、資格取得を取りやめた場合、翌年度よりCAP制が適用される。

教育人文学部

児童教育学科 「小学校教諭一種免許」以外の教員免許取得に必要となる選択（免許必修）
科目。

心理学科

養護教諭一種免許状及び公認心理師国家試験受験資格の両方の取得を希望す
る者が履修する科目のうち、次に該当するもの
①�教育職員免許状に関する科目のうち、学科専門の選択科目として卒業要件
に組み込まれる科目
②公認心理師国家試験受験資格要件のうち、学科の必修科目に該当しない科目

文芸文化学科
以下の資格取得に係る単位のうち、卒業要件必修科目及び選択必修科目の単
位を除くもの
　学芸員（文芸文化学科の専門科目を除く９科目17単位）

５ 履修登録修正期間について

６ キャップ制度（履修登録単位数の制限）
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　同一の講義科目等において、内容が異なる場合に限り、受講者に対して複数回の受講を認める科目履修制度の
ことをいいます。受講生は、下記に該当する授業科目について、複数回にわたり受講することができます。
　繰り返し受講し、認定された単位は、卒業要件単位に含まれます。ただし２回目以後は「自由選択科目」の単
位となります。［履修規程第８条］

科目名

共通科目

自主社会活動
中国語試験対策講座
インターンシップ短期
インターンシップ長期

健康栄養学科 栄養士実践演習
生涯スポーツ指導演習

児童教育学科 授業研究A
授業研究B

心理学科 発達支援活動

　必修科目において、不合格（評価『Ｄ』又は『Ｍ』）になった授業科目を翌学期以降に再度履修することを再
履修といい、改めて履修登録をしなければなりません。
　再履修科目と別の必修科目が重なる場合は、所属学科の教務委員・担任等又は教務課に相談してください。

　資格取得希望者は、入学時オリエンテーションの際に所属する学科教員より受講の説明を受け、資格取得に必
要な科目の履修登録を各自、UNIPAで行ってください。資格取得に必要な単位を修得することにより資格又は
受験資格が得られます。
　各資格の詳細については、P.�19以降に記載されています。資格取得希望者は、よく読んで確認しておいてく
ださい。

　他学科開放科目は、共通科目にとどまらず、学修者である学生自身の関心・興味に応じて他学科の専門科目を
学ぶことができる科目です。他学科の専門科目を履修した場合、卒業要件の自由選択科目としてカウントされます。
　各学科の教育課程表の他学科開放欄を参考にしてください。［履修規程第９条］

７ 繰り返し受講科目

８ 再履修

９ 資格取得の履修について

10 他学科開放科目
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